
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工人舎製 VERSA Beam KA1-404 

憧れて導入から 1 年が経過 

JA1BBE 出野 義則(Yoshinori Ideno) 

 HF 帯を主にアマチュア無線を楽しむ筆者は、自作
のアンテナを製作したり、メーカ製のアンテナを購入
し試行錯誤を繰り返してきました。比較的長期間使用
したアンテナ（気に入ったアンテナ）は、14MHz〜
28MHz までカバーできる 5 Band 2el Cubical Quad
アンテナと 12 個のエレメントで構成され 7MHz〜
28MHzまでカバーできるマルチバンド八木アンテナ
でした。 
 限られた環境条件の下、7MHz で使うことができ
ない或は 7MHz で十分なゲインが得られない不満
や、バンド範囲をすべてカバーできない不満、自然災
害（大雪、台風など）に弱いと言った不満を常に感じ
ていました。 
 工人舎から発売が開始された VERSA Beam 
KA1-404 アンテナに昨年末更新し約 1 年間使用し続
け、私の限られた環境条件の下でとても理想的なアン
テナシステムに仕上がったと大満足しています。筆者
と同様の環境条件の下で悩み、一歩踏み出せない方の
参考になればと思い、導入前の検討と導入後の 1 年
間についてユーザの立場からレポートします。 
 

7MHz 帯〜10MHz帯は 2el 動作（7MHz のみセンタ
ーローディングコイルが挿入されている（写真１） 
14MHz帯〜28MHz帯は 4el 動作 
50MHz 帯は 6el 動作（オプションのエレメントを追
加） 
ブーム長 7ｍ 最大エレメント長 14.8m 
回転半径 8.2ｍ 総重量  55kg 
耐入力 7MHz 5kw（SSB） 

10MHz〜50MHz 5kw（CW） 
製品の詳細仕様は以下の URL を参照願います。 
http://www.kojinsha.jp/ka1/index.html 
http://www.kojinsha.jp/ka1/controller.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1 7MHz 用センターローディングコイル 

    （工人舎の Web ページから） 

 筆者の希望事項が叶えられそうなアンテナに
U.S.A の製品とイタリア製の製品と工人舎製の 3 社
があります。U.S.A 製品を使用されているローカル局
と、イタリア製を使用されているローカル局に直接話
を伺いアドバイスを頂きました。工人舎製については
発売前で当時利用されている方はいません。最終的な
メーカ選定のポイントは保守サービスにあり、最低で
も購入後 10 年間は継続して欲しいと願っていまし
た。販売台数が今後伸びる会社の製品を選べばきっと
保守サービスも継続される。3 社の内、今後最も国内
で販売台数を伸ばす会社は？でメーカを工人舎に決
めることにしました。 
 多くの製品には、発売開始後一定期間は不良が製品
に内在している（瑕疵）ことがあります。購入するア
ンテナの機構やソフトウェアに瑕疵があると直ぐに
対応してもらえず運用に支障がでる事を最も心配し
ました。 
 もう 1 点は環境条件の緩和策です。タワーの中心
部から隣地（畑）までの最短距離は 3.5m です。隣地
の上空使用権を取得できればKA1-406が導入できま
す。隣地の地主に上空使用権の交渉をするか否かも発
注前に随分悩みました。 
 

 年々、台風や春一番など強い風に見舞われる機会が
多くなったと感じます。大型アンテナのローテータが
風で壊れた、タワーが倒壊した、樹脂製のエレメント
が風でちぎれて飛んだなど Bad News を多く耳にし
ます。2 年前約 60cm の降雪で我が家の当時のアンテ
ナが枝垂れ柳のようになりました。強風や着雪への備
えは、何よりも重要です。100 年に一度のはずが最近
は毎年襲いかかってきます。 
 もう 1 点、全てのエレメントがタワーから浮いて
いる状態であることを重視しました。ブームパイプは
アルミパイプ材で金属製のマストクランプを用いて
タワーのマストパイプに固定しますので、浮かすこと
ができません。Radiator、Reflector、Director エレ
メントがブームパイプから浮いている（絶縁に加えブ
ームとエレメントの容量結合が小さい）ことです。エ
レメントが浮いているとインタフェア対策で厄介な
コモンモードの対応が容易に行えます。 

 ハムフェア2013の会場で工人舎のブースを訪問し
詳しい説明を担当の方から伺いました。フィールドテ
ストを重ねていることや、仕様の詳細は Web で公開
されることなど教えて頂き不安が払拭され、Web 公
開直後に電子メールで注文を入れました。注文後、約
1 年辛抱強く順番をお待ちすることになりました。 
市場に送り出す製品の最重要課題は製品の品質で、

その作り込みに多くの費用と時間を費やされたこと
も出荷が遅れた要因の１つだと思います。 
 
 
 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 工人舎からメールが届きました。内容は、年内出荷
で準備を進めている。工事業者とマストパイプの直径
そしてコントロールケーブルの長さなど最終確認の
メールでした。数日後に工事をしてくださる株式会社
エフティーアイから工事日程を調整する電話も入り、
12 月 27 日に予定ができるとの事で、すぐに工事をお
願いしました。 
工事当日は冷たい雨が降る生憎のお天気です。朝か

ら古いアンテナを撤去し、新しい KA1-404 を組み立
てお昼過ぎには人手のみでクランプアップタワーの
マストパイプに取り付けが完了しました(写真 2)。素
早く無駄の無い作業にいつも感心させられます。筆者
は傘をさしながら地上から工事を見学していました
がなぜか全く寒さを感じません。薄暗くなる頃には片
付けが始まり、マニュアルを受け取り、作業が完了。 
 マニュアルの熟読もほどほどに、憧れたアンテナで
試験電波を発射していました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2 KA1-404 工事の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3 完成した KA1-404 新アンテナシステム 
 

KA1-404とCD78Jr+BC160H-3Kの新アンテナシ
ステムが完成しました。（写真 3）このシステムで
160m から 6m まで全ての Band に High Power で
QRV できます。シンプルで威圧感も少なく、軽量で、
以前と比べとてもすっきりしました。私には美しい芸
術的な作品（写真 4）だと思います（しかし家族の評
価とは大きく異なります）。アンテナ間の干渉など影
響が少なく本来の性能を発揮すると期待しました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4 とても美しい芸術的な作品 

 
工事の翌日、7MHz の CW バンドでチューニング

ができなくなりました。Home ポジションに
Radiator が戻りません。最も心配していた事態の発
生です。調査の結果、エレメントの繋ぎ目の防水用キ
ャップが内側に外れていて、エレメントが折れ曲がり
伸縮動作を妨害したことによる故障と判明しました。
些細なことでしたがエレメントユニット全体を新し
いものと交換し解決いたしました。お陰様でその後一
切トラブルは起きていません。 

 最も気がかりは 7MHz のセンターローディング方
式の力量です。タイミングよく K1N ナバサ島から
DX ペディションの QRV があり、飛んでるチェック
には絶好の相手です。2 月 7 日土曜日の夕刻 7MHz
のノイズスレスレで KA1-404 が K1N の信号をキャ
ッチしていました。しばらく Watch していると運良
く JA 指定です。 
 呼んでみました（ボタンを押すのみ）。しかしすご
いパイルです。正確な回数は記憶していませんが、相
手が聞いている（であろう？）周波数で 30 回ほどボ
タンを押し後だったと思います。オオッッ―――！私
へのコールバックが聞こえます。レポート交換を済ま
せ交信終了。感動のひと時でした。そして翌日 Web
で交信の成立も確認しました。 
 14MHz 以上は 4el フルサイズ八木アンテナとして
動作することから全く心配はしていません。パイルだ
と 1 発でコールバックは無理としても、聞こえれば
返事がもらえます。以前使用していたコイル入り 6el
マルチバンド八木アンテナと大差を感じません。 
 50MHz は熱心さに欠ける運用スタイルで、このア
ンテナの実力は十分に評価できておらず、DX では東
南アジアとの交信が数局です。 
 サイクル 24 もピークが過ぎ、良いコンディション
に恵まれる機会は少なくなっていますが、アマチュア
無線が十分に楽しめるアンテナだと 1 年間使用して
確信が持てました。 
 
 
 
 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 フルアップし道路から 33m の高さにある KA1-404 （手前の栗の木が交渉を予定した畑） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 筆者は、最新式の無線機とおおよそ 55 年前に製造
された真空管式のラジオと送信機を使って、無線を楽
しんでいます。そして、アマチュア無線通信士にはな
りたくない‼ 生涯アマチュア無線技士として趣味を
満喫したいと願っています。 
 KA1-404 は、無線機からの周波数をトラッキング
してコントローラに入力すれば、自動的にバンドの切
り替えやバンド内でのエレメント伸縮を自動的に行
います。リモート運用にも対応できる優れた製品で
す。 
 しかし、私の愛用する真空管式無線機で KA1-404
をコントロールするには筆者の技術力不足が否めま
せん。従って、現在マニュアルモードで KA1-404 を
運用しています。設定内容も工場出荷状態に戻しまし
た。高機能を使わない運用スタイルで勿体ない話で
す。。。。 
 

 7MHz 帯から 50MHz のアマチュアバンドの何処
にでも出られるのは非常にありがたいことです。
VSWR が高い周波数だとリニアアンプが動作しない
こともありますが、KA1-404 はバンド内の VSWR を
1.5 以下に調整することができ、雨の日など天候を気
にせず低い VSWR で運用できます。 
 

 KA1-404 を用いて各バンドの状況を瞬時に確認す
る操作には不向きです。例えば 14MHz に同調させた
状態で、7MHzや 28MHz のコンディション（聞こえ
る？）チェックをしても何も判りません。強い局を除
いて殆ど聞こえません。当たり前の事ですが、マルチ
バンド八木アンテナとは運用スタイルが大きく異な
ります。 
 DX’er の中にクイック運用を強く求める方が居ま
すが、10 秒ぐらいの我慢が必要です。Home ポジシ
ョン（エレメントが全て巻き取られている状態）から
7MHz の CW 帯に同調させるには、少々時間を費や
さねばなりません。超気が短いアマチュア無線通信士
には不向きなアンテナです。 
 

 無線運用において安眠妨害を防ぐ目的などでヘッ
ドフォンを多くの方が利用されていると思います。筆
者もその一人ですが、AF ゲインを上げた状態で、
KA1-404 のバンド移動を行うとエレメントを伸縮す
るノイズが大きな音で無線機から聞こえてきます。バ
ンドを移動する場合には、AF ゲインを下げるか、ヘ
ッドフォンを外すか、或は耳障りなノイズ音を我慢す
るかの選択が必要です。 
  

 強風時はかなりエレメントがしなります。（写真 6） 
風の方向へアンテナを向けて固定しますが、エレメン
トが弓なりにしなりその振動が内部の帯状エレメン
トに何がしか悪影響を与えるのではないかと気掛か
りです。モータには常に電圧を掛けブレーキを働かせ
ますが、強風下においては運用を控えエレメントを
Home ポジションへ戻すようにしています。 
 また、KA1-404 の電源は常時接続にしています。
コントローラの電源を OFF にしても、モータに電圧
を掛け続けブレーキが保持されるようにするためで
す。落雷が予想される時には、Home ポジションにし
KA1-404 の電源をコンセントから外しています。 
 

 ビームを北米に向け 7MHz でよく CQ を出します
が応答は Indonesia や Australia から多く届きます。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 6 強風でエレメントがしなる KA1-404 

 

 色々と悩みそして考え尽くしKA1-404を購入しま
した。振り返り今思う事は、このアンテナにして本当
に良かった！と心の底から思えることです。世界の全
てを知り尽くしてはおりませんが、筆者の限定された
環境下においてKA1-404が最適なアンテナだと思い
ます。 
 もし敷地が広いセカンドシャックを持つことが叶
えばもう 1ランク上のKA1-406を選択すると思いま
す。マズローの 5 段階の欲求に例えれば、アマチュ
ア無線技士としての最終の自己実現とでも言えばい
いでしょうか。 
アマチュアは自作を忘れてはいけないと、長年言い

続けてきました。せめてアンテナぐらいは自作しない
と技師の肩書が寂しく思えます。しかし、自作では辿
り着けない通信技術の世界や、自作では味わうことが
できない無線交信の楽しい世界に気付くと、その拘り
も捨ててみるかと思い始めています。加齢に伴い頑固
力が削ぎ落され丸くなる自分が、自作を諦めかけてい
ます。つまり、製品の素晴らしい出来栄えがもう自作
じゃないよ！と考え方を改めさせているのでしょう。 
 今後は自作を控え、素晴らしい日本の物作り技術を
世界中に発信することに尽力したいと思います。望ま
なかったアマチュア無線通信士への道を着実に辿り
始めています。全て VERSA Beam KA1-404 の偉大
な影響力の結果です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コントロールケーブルの両端にコネクターが装着
され綺麗に仕上げて納品されますが、壁の貫通口が狭
く我が家ではコントロールケーブルを通すのが大変
でした。些細なことですが、もう一工夫していただけ
れば助かります。 
 
 AC アダプターは重量から推測してトランス内臓
型だと推測しましたが、この選択は素晴らしいと思い
ます。電化製品に効率が良いスイチング電源が多用さ
れることからノイズレベルが高くなる一方ですが、ノ
イズが少ないトランス式電源をアンテナのコントロ
ールに採用されているのは、品質重視の証だと思いま
した。 
 

 今後アジア諸国など海外市場への販売拡大を考え
ておられると思います。類似製品と機能面で大きく差
をつけるために、Radiator のエレメントユニット内
に VSWR 検出器（Power 検出器 2 個）を収め、給電
部のRF Powerや給電部における VSWRをコントロ
ーラに表示し確認できるとより素晴らしい製品にな
ると思います。ぜひご検討ください。利用者からのお
願いです。 
 

 よく考え、悩み、解を見つけ出すことはとても重要
だと思います。成長に伴い自然に学び身に付けた知恵
の行動力・判断力ですが、全て無駄だったと気づかさ
れた時のショックはかなりのものでした。 
「もう、HF のアンテナ選択で悩むことはやめましょ
う！敷地サイズに応じた VERSA Beam を選べば良
いのです。」 
世界中のアマチュア無線家から JA は五月蠅いと

益々煙たがられ QSO を敬遠されるかもしれません
ね。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


